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・ アンケートの回答数は5,974人となり、前回を約800人上回った。
・ 性別では、女性からの意見が多かったが、年齢別では、10代から70代以上まで幅

広く回答を得ることができた。

１－１ 意見を寄せた方の属性

１.県民意見の収集結果
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・ 鉄軌道導入の取組を行っていることについて、意見を寄せた約４割が「今回知っ
た」と回答している。

・ 「将来の姿が実現した場合の暮らし」等、ニューズレターの二つの質問内容につ
いては、多くの方から「理解できた」、「ある程度理解できた」の回答を得るこ
とが出来た。

１－２ ニューズレターの内容に対する理解度
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・ 5,974人の方々から寄せられた意見をカテゴリー別に分類した結果、意見数は15,613
件で、「将来の姿の具体的イメージ」や「公共交通に求められる役割・取組」に関する意
見が多く寄せられた。

件数 割合

・検討プロセスに関する意見 495件 3％

・将来の姿の具体的イメージに関する意見 6,056件 39％

・公共交通に求められる役割・取組に関する意見 6,782件 44％

・ルート等対策案検討に関する意見 1,391件 9％

・評価の視点に関する意見 371件 2%

・その他意見 518件 3%

合 計 15,613件 100%

３

２.県民意見の概要
２－１ 意見の分類（カテゴリー別）



２－２ 主な県民意見

将
来
の
姿
の
具
体
的
イ
メ
ー
ジ

県民生活 ・渋滞が無くなり、移動しやすく、便利で、快適、生活しやすいとする意見（527件）

・高齢者等交通弱者、自動車を持っていない人でも気軽に外出できるようになる、行動範囲
が広がっている、行きたいところにいけるようになっているとする意見（419件）

・北部と南部のアクセスが良くなることにより、今までなかなか行くことの出来なかった遠い場所
に気軽に行けるようになっているとする意見（323件）

・車社会からの脱却、車を利用せずに移動ができる、自動車利用が減少しているとする意見
（401件）

・車社会であるため結局は自動車を利用するのではないか、現実的には車依存型社会が続く
とする意見(30件） ・・・ 等

沖縄振興 ・外国を含め観光客が増加し、地域が活性化する、雇用の促進や産業の振興等県経済の活性
化が図られるとする意見（329件）

・人口の分散が図れることにより、都市部の人口の過密解消、過疎地域を含めた地域の活性
化が図られるとする意見（93件）

・ストロー現象により都市部への一極集中が加速するのではないかとする意見（22件）

・観光客がストレス無く、楽に移動できるようになる、免許を持っていない観光客など誰もが観
光を楽しむことがでる、北部等へ観光がしやすくなるとする意見（177件）

・都市部と北部間の交流が容易にできるようになる、北部等遠くに住んでいる親戚や友人等に
も会いやすくなる、人的交流が増えるとする意見（100件） ・・・ 等

自動車利用の減少に伴う渋
滞緩和・低炭素社会の実現

・交通渋滞が緩和され、交通量が少なくスムーズに移動できているとする意見（543件） ・・・ 等

その他 ・豊かな自然が残された沖縄であってほしい、豊かな自然の中での生活を求める意見（85件）

・非現実すぎてイメージできない、離島に住んでいるためイメージがわかないとする意見（58件）

・夢がある、実現できればすばらしい、実現してほしいとする意見（56件）

・今と変わらない、自分が住んでいる地域には鉄道は通らないから今とはかわらないとする意見
（54件） ・・・ 等 ４



公
共
交
通
の
役
割

圏域間連携強化 ・北部や南部への往来が活発になる等圏域間の連携が強化されるとする意見（373件）

・那覇ー名護を1時間で結ぶことについて疑問がある、反対とする意見（5件） ・・・ 等

移動利便性の向上・交通の
円滑化

・県民等の移動利便性の向上、スムーズな移動、交通及び移動の円滑化を求める意見（506件）

・高齢者等交通弱者にやさしく、自動車を持っていない人なども自由に移動できるようにしてほし
いとする意見（357件）

・観光客の増加に資するよう、観光客が長距離移動しやすい、観光客にやさしい公共交通を求め
る意見（174件）

・定時性の確保、計画的、時間が読める公共交通（444件）

・スピーディーで速達性が確保された公共交通、時間の短縮を求める意見（151件）

・速さにこだわらず、ゆっくり移動することを求める意見（32件）

・誰もが、車を利用しなくても行きたいところに行ける環境整備、すみずみまで行き届いた公共交
通を求める意見（317件） ・・・ 等

渋滞緩和 ・早期の渋滞緩和、解消を求める意見（481件）

・車社会からの脱却は難しい、車が一番便利なため利用転換はしない、鉄軌道等を整備しても
利用しないのではないかとする意見（36件）

・車利用減少に伴う二酸化炭素排出量等による地球環境への配慮を求める意見（112件）
・・・ 等

その他 ・持続可能性の観点から、赤字運営とならないよう採算性を考慮してほしいとする意見（113件）
・・・ 等
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６

公
共
交
通
に
求
め
ら
れ
る
取
組

既に取組がはじまっているも
の

・車社会からの脱却、車を利用しないでも生活できる社会となるような取組を求める意見（140件）

・バス停の整備、ノンステップバスの導入、便数の増等みんなが利用しやすいバス交通を求める意
見（134件）

・県民が利用しやすい安価でリーズナブルな運賃を求める意見（463件）

・安全安心で事故の無い公共交通を求める意見（302件）

・バス、タクシー等既存公共交通事業者のマナーの改善を求める意見（18件）

・駅周辺に駐車場、駐輪場などを整備し、誰もが利用しやすいようにしてほしいとする意見
（155件）
・・・ 等

今後、具体的な検討が求め
られるもの

・鉄軌道をできるだけ早く整備してほしい、実現を期待するとする意見（777件）

・人口が減少するのに鉄軌道は必要か、必要性を感じない、税金の無駄遣いとする意見（30件）

・骨格軸とバス、モノレール等が連携し、乗り継ぎが便利でスムーズな移動ができる公共交通を求
める意見（328件） ・・・ 等



７

評
価
方
法

事業による効果・影響 ・鉄軌道建設によりかえって人口流出につながることはないか、本当に、県土の均衡ある発展に
つながるのかといった視点が必要（8件）

・県民利用の視点に関する意見（7件）

・観光客の利用の視点が必要（3件）

・自動車減少の視点（3件） ・・・ 等

その他の視点 ・既存交通事業者への影響を踏まえた検討、既存交通事業者との役割分担、連携を求める意見
（51件）

・モノレールは塩害の故障が多い。ランニングコストを指標に入れてほしい（1件）

・台風、地震等自然災害やテロへの対応を考慮し、安全性の高い計画を求める意見（25件）

・自然を壊さないようにしてほしい、現状の自然を活かしてほしいとする意見（93件）

・導入により自然の景観を損なわないよう配慮を求める意見（22件）

・数字では表しにくいが、帰ってきたいと思えるなど、地元意識が醸成されたかどうかといった心
の満足度も重要な評価の視点（2件） ・・・ 等



〔 参 考 〕

コミュニケーション活動の実施状況
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手法 実施日 実施内容

広報誌 2月号 ・ 県広報誌（美ら島沖縄）で意見募集

テレビ 1月30日放送 ・ 県政広報テレビ番組（うまんちゅひろば）で意見募集

ＨＰへの
情報掲載

12/21～ ・ 各委員会資料やパネル展示等に関する情報を提供

ニューズレ
ターの配布

12/25～2/28 ・ 市町村役場、商業施設等で「おきなわ鉄軌道ﾆｭｰｽ号外その2」を配布

1/18～1/29 ・ 上記配布先に加えて「おきなわ鉄軌道ﾆｭｰｽ第4号」を全戸配布

パネル展示 1/25～2/24
・ 52カ所、延べ319日
（市町村役場等28カ所、商業施設等13カ所、大学等9カ所、病院2カ所）

オープン
ハウス

1/25～2/20 ・ 市町村役場、商業施設及び大学で開催 計14回

県民会議 1/30 ・ 県民による意見交換を実施

市町村会議 2/3 ・ 本島内市町村と意見交換を実施

関係機関等
意見交換会 2/10 ・ 交通事業者、経済・観光団体、市民団体等との意見交換を実施

９

①コミュニケーション活動の概要



１０

②テレビ・広報誌等

【広報誌（美ら島沖縄）】

【テレビ（うまんちゅひろば）】

【ホームページ】

トップページに県民意見

募集のバナーを設置

手法 実施日 実施内容

広報誌 2月号 ・ 県広報誌（美ら島沖縄）で意見募集を周知

テレビ 1月30日放送 ・ 県政広報テレビ番組（うまんちゅひろば）で意見募集を周知

ＨＰへの
情報掲載

12/21～ ・ 各委員会資料やパネル展示等に関する情報を提供
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③ニューズレターの配布

【ニューズレター】

手法 実施日 実施内容

ニューズレ
ターの配布

12/25～12/28
・ 県内市町村役場、商業施設等で「おきなわ鉄軌道ﾆｭｰｽ号外その2」を配布
※ 今回からコンビニでのニューズレターの配布を実施

1/18～1/29 ・ 上記配布先に加えて「おきなわ鉄軌道ﾆｭｰｽ第4号」を全戸配布（約60万部）

【情報掲示板の活用】

写真：ローソン那覇ハーバービュー通店
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④パネル展示・オープンハウス

【パネル展示】

写真：平成28年1月27日 沖縄女子短期大学

写真：平成28年2月4日
イオン具志川店

写真：平成28年1月26日 沖縄国際大学

【オープンハウス】

手法 実施日 実施内容

パネル展示 1/25～2/24
・ 52カ所、延べ319日（市町村役場等28カ所、商業施設等13カ所、

大学等9カ所、病院2カ所）

オープン
ハウス

1/25～2/20 ・市町村役場、商業施設及び大学で開催 計14回



実施カ所

〇市町村役場又は交流施設
①本部町役場 （ 2/1～2/5 ） ⑮糸満市役所 （ 2/1～2/5  ★1日午後）
②名護市役所 （ 同上 ） ⑯沖縄県庁舎 （ 2/1～2/25 ）
③恩納村役場 （ 同上 ） ⑰うるま市健康福祉ｾﾝﾀｰうるみん（ 2/4～2/10 ★8日午後）
④金武町役場 （ 同上 ） ⑱宜野座村役場 （ 2/5～2/12 ※土日除く）
⑤読谷村役場 （ 同上 ） ⑲東村役場 （ 同上 ※土日除く）
⑥北谷町役場 （ 同上 ） ⑳今帰仁村ｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀｰ （ 同上 ）
⑦北中城村役場 （ 同上 ） ㉑沖縄市役所 （ 同上 ※休日除く）
⑧中城村吉の浦会館 （ 同上 ） ㉒那覇市役所 （ 同上 ）
⑨西原町役場 （ 同上 ） ㉓宮古島市役所 （ 同上★12日午後）
⑩与那原町役場 （ 同上 ） ㉔嘉手納町役場 （ 2/8～2/15 ）
⑪南風原町役場 （ 同上 ） ㉕浦添市役所 （ 同上★15日午後）
⑫南城市役所大里庁舎 （ 同上 ） ㉖宜野湾市役所 （ 2/15～2/19 ）
⑬八重瀬町役場 （ 同上 ） ㉗石垣市役所 （ 同上★16日午後）
⑭豊見城市役所 （ 同上 ） ㉘久米島空港 （ 同上 ）

〇商業施設等
①道の駅ゆいゆいくにがみ（2/1～2/5） ⑥サンエー西原シティ（ 2/3～2/7 ） ⑩イオン北谷 （ 2/17～2/21 ）
②イオン名護 （ 2/3～2/7  ） ⑦サンエー経塚シティ（ 同上 ） ⑪ｲｵﾝﾀｳﾝ南城大里 （ 同上 ）
③イオン具志川 （ 同上★4,6日午後） ⑧モノレール県庁前駅（ 同上 ） ⑫プラザハウス （ 同上 ）
④イオン那覇 （ 同上 ） ⑨道の駅おおぎみ （ 2/8～2/12 ） ⑬サンエー豊見城 （同上★17,20日午後）
⑤「道の駅」許田交通情報ｾﾝﾀｰ（ 同上★4,6日午後）

〇大学
①沖縄国際大学 （1/25～1/29★26日午後） ④沖縄女子短期大学（ 1/27～2/2※土日除く）⑦県立看護大学（1/27～2/2※土日除く）
②沖縄大学 （ 同上★25日午後） ⑤キリスト教学院 （ 同上 ）⑧名桜大学 （ 2/1～2/5 ）
③琉球大学 （ 同上 ） ⑥県立芸術大学 （ 同上※土日除く ）⑨沖縄高専 （ 同上 ）

〇病院
①県立北部病院 （ 2/1～2/5  ） ②県立南部医療センター・こども医療センター （ 2/1～2/5 ） 延べ 319日１３

【パネル展示・オープンハウス実施箇所】

★オープンハウス実施



会議 実施カ所等

県民会議
名桜大学 ・1月30日（土）11:00～16:00

・参加者数24人

市町村会議
沖縄県中部合同庁舎 ・2月3日（水）14:00～16:00

・22市町村（北部6町村､中部8市町村､南部8市町）

関係機関等意見交換会
沖縄県南部合同庁舎 ・2月10日（水）14:00～16:00

・14団体（機関）（交通事業者4､経済･観光団体2､生活･交通弱者1､
市民団体3､行政機関4）

１４

写真：平成28年1月30日 名桜大学 写真：平成28年2月3日 沖縄県中部合同庁舎

〈会議の模様〉

県民会議 市町村会議

写真：平成28年2月10日 沖縄県南部合同庁舎

関係機関等意見交換会

⑤県民会議等


